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『うがいライオン』
ねじめ正一／作
長谷川義史／絵

すずき出版 エホン／ハ

　　きばをむきつよそうにみえるどうぶつえんのライオンが、わざと、つるっ
とすって、けんぶつきゃくをわらわせてみせた。すぐにはんせいをして、ラ
イオンらしく「がおーっ」とほえまくった。だんだんと、のどがかれてきたの
でうがいをしようとおもうのだが。

『ジオジオのかんむり』
岸田衿子／さく
中谷千代子/／え

福音館書店 エホン／ナ

ライオンのおうさまジオジオは、としをとり、だれかとゆっくり
はなしてみたくなりました。やがてとりがやってきて、たまごがな
くなったことをジオジオにはなしたのです。ジオジオは、たまごを
うむにはもってこいのばしょを、ないしょでとりにおしえました。

『ダンデライオン』

 
ドン・フリーマン／さく
アーサー・ビナード／やく 福音館書店 エホン／フ

ダンデライオンはジｪニファー・キリンからパーティーにしょう
たいされました。とこやへいき、ジャケットとぼうしとステッキも
かってかんぺきなしんしにへんしんです。いえにいきますが、だれ
だかわからずいれてもらえません。ダンデライオンはどうするのか
な？

『イソップものがたりライオンとねずみ』
　ジェリー・ピンクニー／作
　さくま　ゆみこ／訳 　　　光村教育図書 エホン／ヒ

このえほんはぶんのないほんです。でも、ていねいなえで、どんなばめ
んかすぐにわかります。ライオンにたすけられたねずみが、こんどはライ
オンのピンチのときにたすけます。ライオンのちからづよさとねずみのか
しこさがよくえがかれています。

『としょかんライオン』

ミシェル・ヌードセン/さく
ケビン・ホークス/え
福本友美子/やく

　岩崎書店　 エホン／ホ

　ライオンがとしょかんにやってきました。ライオンは、きちんととしょかん
のきまりをまもります。子どもたちともなかよくなって、としょかんのおねえ
さんがえほんをよむのをじっときいています。ところが、としょかんのきまり
をやぶって、はしってしまうできごとがおこります。

『ラチとらいおん』
マレーク・ベロニカ／ぶん・え
とくなが　やすもと／やく 福音館書店 エホン／へ

 よわむしのラチがちいさならいおんにであうおはなしです。らいおんはラ
チに「つよくしてやるよ」といいます。いっしょに、たいそうしたり、こわいい
ぬのそばをとおったり。ラチはどんどんつよくなっていきます。らいおんが
いなくても、ラチはなんでもできるかな。
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テーマ　　やさしいライオン


